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量子計算、量子暗号通信や量子計測といった量子技術にとって，与えられたサンプルに対して

その量子状態をできるだけ高い精度で推定することは重要である．しかし，最も精度の高い測定

は, 測定対象の状態そのものに依存するという問題がある．この問題に対して, 個々の量子の測

定結果に応じて, 毎回測定基底を最適化する適応量子状態推定が提唱され[1], その最適性が数学

的に証明された[2]．我々はこれまでに, 固定された入力状態に対して光子を用いた 1 パラメータ

[3]および 3パラメータ[4]の適応量子状態推定の実証, さらに最近, 時間的に変化する量子状態を

適応的に推定する連続適応量子状態推定を提案し, 1 パラメータの推定に関し実証した[5]. しか

し, この実験で用いた推定アルゴリズムは，推定対象が純粋状態に限られており, 単一発光体か

ら発生する光子などに予想される混合状態については適用できない. そこで今回, 既知の純粋度

の入力に対して適用可能な, 1 パラメータ連続適応量子状態推定を実現, 検証したので報告する. 

図 1 に用いた実験系を示す. 状態準備部では, 波長 780 nm の CW レーザー光をコヒーレンス

時間内（< 1μs）の平均光子数が 10−2 個以下と十分減光させた光を疑似単一光子源として利用

し, 波長板と偏光解消板（QD）により任意の純粋度と偏光角度の状態を準備した. 測定部では, 

光子検出器 D0 または D1 のどちらで光子が検出されたかの検出結果に基づき，尤度関数を計算

し, 最適な測定基底となるように液晶リターダ（LCR）と 1/2 波長板（HWP4）を制御した. この

とき, 尤度関数は与えられた純粋度に応じて準備されたものを用いた. 純粋度が 0.8 の状態に対

して実験を行い, 入力状態の変化

に追随して推定値が変化し, また

その分散も, 入力状態の純粋度に

対応するクラメールラオ限界に

一致することを確認した. 講演で

は, その他の純粋度の状態に対す

る実験結果についても発表する

予定である. 
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